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１８年度に実施した主な事業
〈総務費〉

１０１万円行財政体質改革事業

３，５３０万円保健総合システム開発

２７１万円協働のまちづくり推進の検討

〈衛生費〉

３億３，２９０万円南沢森の広場用地購入

〈土木費〉

８，２９４万円市道舗装補修工事

８７９万円道路排水施設整備

３０７万円市道改修工事

５，３４２万円市道２１６１号線用地購入

１，３２８万円落合川整備事業に伴う道橋（地蔵橋）
架替工事負担金

１４億４，３３８万円都市計画道路整備

２，８４７万円駅東口第二土地区画整理事業

〈消防費〉

５，７５４万円消防ポンプ自動車更新（２台）

２，２９３万円消防団第３分団詰所建替工事

３，３３４万円高規格救急自動車更新

〈教育費〉

１億６６８万円小学校施設管理（耐震補強工事等）

１億３，０４３万円中学校施設管理（耐震補強他工事等）

３，８２６万円図書館資料の購入

１億２，５５２万円スポーツセンター管理運営委託

１８年度決算に見る市民一人当たりの主な目的別経費
〈教育・文化〉〈生活環境〉

９７９円幼稚園１万７，２４８円ごみ・し尿処理経費

１万８８３円小学校１万１，９５１円健康管理､環境保全

５，９９５円中学校〈生活基盤〉

３，１５８円図書館２万１９６円道路

９２３円公民館４６６円公園

７９０円社会教育３，４５６円上水道

２，００１円スポーツ２万９，４４１円下水道

《公債費》〈福　祉〉

４万３，９２２円一人当たりの返済額１万５，０２２円高齢者

《国民健康保険事業》１万４，２８０円障害者

２３万６，９３９円加入者一人当たり２万２，８８９円保育園

１，７９５円学童保育所

１，４００円児童館

同
時
に
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

主
催
は
西
武
鉄
道
株
式
会
社
、

共
催
は
東
久
留
米
市
。

　
【
開
催
日
】　

年
１
月　

日（
土
）。

２０

１２

雨
天
決
行

　
【
受
付
会
場
・
時
間
】
東
久
留
米

駅
東
口
で
午
前　

時
〜　

時
半

１０

１１

　
【
参
加
費
】
無
料
（
参
加
記
念
品

あ
り
）

　

詳
し
く
は
西
武
鉄
道
運
輸
部
営

業
課�
　

・
２
９
２
６
・
２
２
２

０４

２
ま
た
は
市
産
業
振
興
課�
４

７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　

市
内
に
点
在
す
る
七
福
神
を
巡

る
、
お
正

月
お
す
す

め
の
ウ
オ

ー
ク
で
す
。

黒
目
川
・

落
合
川
の

清
流
を
中
心
に
豊
か
な
自
然
が
残

る
コ
ー
ス
を
気
持
ち
よ
く
歩
い
て

く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ー
ル
の
市
役
所
１
階
屋
内
ひ

ろ
ば
で
は
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選

で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
特
産
物
の
即
売
会
も

（
バ
ス
）
の
各
氏
、
指
導
は
長
井

則
文
、
須
藤
美
衣
子
、
安
冨
貴
代

子
の
各
氏

　
【
料
金
】全
席
自
由
１
５
０
０
円

（
税
込
み
）。前
売
り
券
は
ル
ネ
こ

だ
い
ら
（�
０
４
２
・
３
４
６
・

９
０
０
０
）
で
発
売
中

　

※
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
は
、

ル
ネ
こ
だ
い
ら
の
み
（
電
話
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
、
窓
口
は
午

前
９
時
〜
午
後
７
時
）。

　
【
主
催
】多
摩
北
部
都
市
広
域
行

政
圏
協
議
会
、
財
団
法
人
小
平
市

文
化
振
興
財
団

　

※
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

演
奏
曲
目
等
に
変
更
の
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
会
場
に
は
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
未

就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
同
財
団�
０
４
２
・

３
４
５
・
５
１
１
１
へ
。

ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
団
の
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
お

楽
し
み
く
だ
さ

い
（
合
唱
団
員

の
募
集
は
終
了

し
ま
し
た
）。

　
【
日
時
】　

年
１
月　

日（
日
）午

２０

２０

後
３
時
開
演（
午
後
２
時
半
開
場
）

　
【
会
場
】ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー

ル
（
西
武
新
宿
線
小
平
駅
南
口
か

ら
徒
歩
３
分
）

　
【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】第
１
部
＝
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
／
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の

結
婚
」
序
曲
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
／

交
響
曲
第
８
番
▽
第
２
部
＝
ハ
イ

ド
ン
／
ネ
ル
ソ
ン
・
ミ
サ

　
【
出
演
者
】
指
揮
は
岩
崎
龍
彦
氏
、

管
弦
楽
は
西
東
京
交
響
楽
団
、
合

唱
は
２
０
０
７
こ
だ
い
ら
合
唱
団
、

独
唱
は
西
本
真
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

菅
家
奈
津
子
（
ア
ル
ト
）、
小
林
祐

太
郎
（
テ
ノ
ー
ル
）、
藤
澤
眞
理

　

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会
（
東
久
留
米
市
・
小
平
市
・

東
村
山
市
・
清
瀬
市
・
西
東
京
市

で
構
成
）
で
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
事
業
を
多
摩
六
都
フ
ェ
ア
と
し

て
広
域
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
西
東
京
交
響
楽

団
と
圏
域
５
市
で
募
集
し
結
成
さ

れ
た
２
０
０
７
こ
だ
い
ら
合
唱
団

に
よ
る
公
演
を
行
い
ま
す
。
オ
ー

　
【
対
象
】
年
齢
制
限
な
し
（
小
学

校
低
学
年
以
下
は
原
則
保
護
者
同

伴
）

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

２０

場
合
は
、
市
内
在
住
の
方
を
優
先

し
ま
す
）

　
【
参
加
費
】
一
人
１
０
０
円
（
保

険
料
と
し
て
当
日
集
金
し
ま
す
）

　

申
し
込
み
は　

年
１
月　

日

２０

３１

（
木
）
ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は

が
き
に
「
第
３
回
環
境
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
（
参
加
者
全
員
、
お
子
さ
ん

の
場
合
は
学
年
ま
た
は
年
齢
も
）・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３－

８
５
５
５
、
市
役
所
環
境
緑

政
課
あ
て
郵
送
を
。

　

※
後
日
参
加
者
に
集
合
時
間
等

の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課�
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

　

今
回
の
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
は
、

市
内
の
黒
目
川
・
落
合
川
沿
い
等

を
散
策
し
な
が
ら
、
東
久
留
米
バ

ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
会
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
冬
の
渡
り
鳥

を
観
察
し
ま
す
。

　

普
段
見
慣
れ
な
い
渡
り
鳥
の
名

前
や
見
分
け
方
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
市
内
に
た
く
さ
ん
の
渡
り
鳥

が
生
息
し
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

驚
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
日
は
め
っ
た
に
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
渡
り
鳥
も
発
見

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

ご
参
加
を
。

　
【
日
時
】　

年
２
月　

日
（
土
）

２０

１６

午
前
中
（
午
前
８
時
半
市
役
所
集

合
予
定
）

　
【
観
察
場
所
】
黒
目
川
・
落
合
川
、

自
由
学
園
（
学
園
町
）

り
ま
し
た
。

　

そ
の
主
た
る
要
因
は
、
歳
入
で

は
市
税
、
所
得
譲
与
税
、
都
支
出

金
な
ど
は
増
加
し
た
も
の
の
、
財

産
収
入
、
地
方
債
、
地
方
交
付
税

な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
５
・
１
㌫ 
の
マ
イ
ナ
ス
、
歳
出

で
は
積
立
金
、
繰
出
金
が
大
き
く

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
２
・

９
㌫ 
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税

が
、
税
制
改
正
の
影
響
や
景
気
回

復
に
加
え
徴
収
率
向
上
に
よ
り
増

加
す
る
な
ど
、
こ
の
傾
向
を
維
持

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
適
正
な
執

行
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
・
受
託
水
道
事
業
の
５
特
別

会
計
を
合
計
す
る
と
、
歳
入
は
５

９
２
億
４
０
６
９
万
円
、
歳
出
は

５
８
０
億
８
７
０
１
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、

１８
歳
入
額
が
３
３
５
億
４
８
４
４
万

円
、
歳
出
額
が
３
２
５
億
９
８
５

１
万
円
で
す
。　

年
度
と
比
較
す

１７

る
と
、
歳
入
・
歳
出
と
も
総
額
は

前
年
度
と
比
べ
て
減
る
こ
と
と
な

　
　

年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
の
家
計
簿
で
あ
る
決
算

１８
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

経
済
は
景
気
回
復
傾
向
を
基
調
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
歳
入

は
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
い
地
方
交
付
税
が
減
少
し
、
一
方
、
国

庫
補
助
金
等
の
一
般
財
源
化
な
ど
、
今
後
も
歳
入
の
減
少
傾
向
が

続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
お
よ
び
医
療
制
度
改
革
に
伴
う

関
連
経
費
の
増
加
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
な
ど
に
よ
り
、

増
加
傾
向
が
続
く
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
市
の
財
政
状
況
は
依
然
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
な
く
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
、
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、　

年
度
予
算
は
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
を

１９

メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
２
人
の
監
査
委
員
に
よ
り
関
係
書
類

と
の
照
合
な
ど
審
査
が
行
わ
れ
、そ
の
結
果「
計
数
に
誤
り
が
な
く
、

基
金
の
運
用
に
つ
い
て
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
」
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
監
査
委
員
の
意
見
を
添
え
て
、
第
３

回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
財
政
課�
４
７
０
・
７
７
０
６
へ
。

市有財産の現況
（１８年度末現在）

・土地（庁舎、学校、図書館、保育園、

公園など） ５７６，７３９�

・建物（延床面積） ２０６，７５１�

・工作物（プールなど）　 　　 １４１カ所

・出資による権利（土地開発公社など）

 １，７５６万円

・物品（庁用車や各種物品） ７３５台

・債権（高齢者福祉住宅借上敷金など）

 ５，３７５万円

・基金（財政調整基金など１５基金）

 ４０億４，９１９万円

市民みんなのまつり会場における
募金などの結果について　

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
、
街
中
は
何

か
と
慌
た
だ
し
く
な
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
持
ち
の
ス
キ
を
狙
っ
た

犯
罪
が
起
き
や
す
い
時
期
。
こ
ん

な
犯
罪
が
皆
さ
ん
を
狙
っ
て
い
る

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
わ
が
街
を　

み
ん
な
で
守
ろ

う　

年
の
暮
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、　

月　

日
（
木
）
〜　

日

１２

２０

２９

（
土
）
の　

日
間
、
年
末
地
域
安

１０

全
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
〜　

月　

日
に
市
内

１１

２０

で
は
、
ひ
っ
た
く
り　

件
、
振
り

１８

込
め
詐
欺　

件
、
空
き
巣　

件
が

２０

４７

発
生
し
ま
し
た
。

　

特
に
年
末
の　

月
中
、
①
金
融

１２

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
に
お
け
る
強
盗
事
件
の
未
然
防

止
②
「
振
り
込
め
詐
欺
・
還
付
金

詐
欺
」
の
被
害
防
止
③
空
き
巣
お

よ
び
女
性
や
お
年
寄
を
狙
う
ひ
っ

た
く
り
被
害
の
防
止
④
子
ど
も
に

対
す
る
犯
罪
の
被
害
防
止
⑤
自
転

車
盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
被
害
防

止
の
た
め
、
田
無
警
察
署
で
は
、

市
の
ほ
か
、
防
犯
協
会
・
母
の
会

な
ど
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
地
域
の
方
の
協
力
を
受
け
、
各

種
防
犯
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
防
犯
係

�
４
６
７
・
０
１
１
０
ま
た
は
市

総
務
部
総
務
課
庶
務
係�
４
７

０
・
７
７
１
４
へ
。

　現在市民農園を利用されている皆さん

の、３年間の利用期間が１２月で満了にな

ります。

　これに伴い、新たに全区画の利用者を

募集します。募集案内は１２月１７日（月）

から下記の場所で配布します。

　《配布場所》
　産業振興課（市役所２階）▽市民プラ

ザ管理事務室▽上の原・ひばりが丘・滝

山の各連絡所

　応募方法等については、広報２０年１月

７日号をご覧ください。

　詳しくは同課�４７０・７７４３へ。

 　

◆
キ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
む

会　

月
２
回
、
金
曜
日
ま
た

は
日
曜
日
の
午
前
９
時
半
〜

　

時
半
、
中
央
公
民
館
で
。

１１入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
４
０
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
無
料
体
験
あ
り
。
ピ
ア

ノ
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
あ

り
。
詳
し
く
は
松
崎�
４
７

２
・
５
２
２
０
へ
。

　

◆
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
（
東
京
柏
葉
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）　

①
毎
週

火
曜
日
の
午
後
５
時
〜
７
時

と
第
１
・
第
２
日
曜
日
の
午

前
９
時
〜
正
午
、
神
宝
小
学

校
で
。
②
毎
週
、
木
曜
日
の

午
後
５
時
半
〜
８
時
と
土
曜

日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、
第

二
小
学
校
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
小
学
生
。
詳
し
く

は
有
賀
（
あ
る
が
）�
４
７

２
・
８
４
４
０
へ
。

　

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
ミ

ル
テ
の
会
）　

第
１
〜
第
３

金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、

ひ
ば
り
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー

（
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
内
）

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
０
０
０
円
。
世
界

各
国
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。

詳
し
く
は
手
島
（
て
し
ま
）

�
４
７
８
・
７
２
７
４
へ
。

　

◆
楊
名
時（
よ
う
め
い
じ
）

気
功
太
極
拳
（
太
極
拳
サ
ー

ク
ル
）　

毎
週
金
曜
日
の
午

後
２
時
〜
４
時
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
久
留
米
西
団
地
９

号
棟
横
）
で
。
会
費
月
１
５

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
中

高
年
齢
者
向
き
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
三
島�
４
７
５
・

１
７
９
８
へ
。

　

◆
男
声
合
唱
団
ダ
ン
デ
ィ

ー
ズ　

毎
週
日
曜
日
の
午
後

６
時
か
ら
（
第
２
日
曜
日
は

午
後
１
時
か
ら
）
中
央
公
民

館
・
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
・

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
会

費
月
２
０
０
０
円
。
経
験
不

問
。
男
声
合
唱
を
楽
し
み
た

い
方
歓
迎
。
詳
し
く
は
石
川

�
４
７
７
・
０
６
３
８
へ
。

　

◆
中
国
水
墨
画
（
劉
〈
り

ゅ
う
〉
の
会
）　

毎
週
金
曜

日
の
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
３

０
０
０
円
、
３
カ
月
分
を
前

納
。
初
心
者
歓
迎
。
懇
切
指

導
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は

村
田�
４
７
２
・
３
２
１
９

へ
。

　

◆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

（
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
東

久
留
米
）　

毎
週
金
曜
日
の

午
後
８
時
半
〜　

時
半
、
ス

１０

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

１
回
１
０
０
０
円
。
現
在　
２０

代
〜　

代
で
初
心
者
向
け
に

６０

活
動
し
て
い
ま
す
。
見
学
歓

迎
。
詳
し
く
は
井
上�
０
９

０
・
３
６
９
５
・
６
０
７
４

へ
。

　

◆
親
子
で
楽
し
む
音
楽
遊

び
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
）

　

毎
週
①
火
曜
日
が
東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
②
木
曜
日
が
西

東
京
市
民
会
館
③
金
曜
日
が

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
い

ず
れ
も
午
前　

時
か
ら
と　

１０

１１

時
か
ら
。
入
会
金
３
０
０
０

円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
、

施
設
費
・
保
険
代
８
０
０
円
。

７
カ
月
児
〜
未
就
園
児
。
無

料
体
験
あ
り（
要
予
約
）。
詳

し
く
は
四
津
谷
（
よ
つ
や
）

�
０
８
０
・
６
５
５
６
・
３

４
７
８
へ
。

　

◆
ス
ペ
イ
ン
語
会
話
（
ア

ミ
ー
ゴ
ス
）　

毎
週
水
曜
日

の
午
前
９
時
か
ら
と　

時
半

１０

か
ら
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
１
回
１
５
０
０
円
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
女
性
講
師
に
よ

る
指
導
。
い
つ
か
ら
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
山

口�
０
８
０
・
３
４
０
１
・

０
９
５
６
へ
。

 　

◆
第　

回
新
春
の
集
い

１２

（
あ
じ
さ
い
公
園
手
づ
く
り

盆
踊
り
の
会
）　
　

年
１
月

２０

６
日
（
日
）
午
前　

時
〜
午

１０

後
零
時
半
、
あ
じ
さ
い
公
園

（
滝
山
三
丁
目
）
で
。
参
加

費
無
料
。
も
ち
や
け
ん
ち
ん

汁
を
販
売
。
餅
（
も
ち
）
つ

き
音
頭
、
虎
舞
、
正
月
遊
び

あ
り
。
詳
し
く
は
室
井�
４

７
１
・
３
７
２
６
へ
。

　

◆
ス
キ
ー
祭
典
（
エ
ー
デ

ル
ヴ
ァ
イ
ス
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
）　
　

年
１
月　

日
（
金
）

２０

２５

午
後
９
時
〜　

日
（
月
）
午

２８

後
７
時
（
清
瀬
市
民
セ
ン
タ

ー
前
集
合
、解
散
）。
志
賀
高

原
へ
。
参
加
費
３
万
９
８
０

０
円
（
昼
食
・
リ
フ
ト
代
別
）。

１
月　

日
（
木
）
ま
で
に
申

１０

し
込
み
を
。
ス
ク
ー
ル
、
デ

モ
滑
走
ビ
デ
オ
撮
影
・
上
映

ほ
か
。
詳
し
く
は
神
谷
（
か

み
や
）�
４
７
５
・
５
９
３

２
へ
。

　

◆
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ

り
（
東
久
留
米
の
び
の
び
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）

　
　

年
１
月　

日
（
土
）
午

２０

１２

前
９
時
、
東
久
留
米
駅
西
口

階
段
下
に
集
合
。
参
加
費
３

０
０
円
。
歩
き
や
す
い
服
装

で
。
飲
み
物
、
雨
具
持
参
。

詳
し
く
は
小
野
木�
４
２

１
・
０
４
３
９
へ
。

　

◆
バ
レ
エ
の
発
表
会
（
ひ

ば
り
が
丘
団
地
自
治
会
Ｆ
Ｂ

Ｃ
）　
　

月　

日
（
土
）
午

１２

２２

後
５
時
開
演
（
４
時
半
開
場
）、

西
東
京
市
保
谷
こ
も
れ
び
ホ

ー
ル
（
西
東
京
市
中
町
一
丁

目
）
で
。
入
場
無
料
。
詳
し

く
は
志
藤�
０
９
０
・
９
１

５
１
・
９
１
８
６
へ
。

　

◆
Ｍ
Ｙ
（
エ
ム
ワ
イ
）
ク

リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー（
Ｍ
Ｙ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）

　
　

月　

日
（
祝
）
午
後
１

１２

２３

時
半
〜
４
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
前
売
り

券
１
２
０
０
円
、
当
日
券
１

５
０
０
円
。
生
バ
ン
ド
演
奏
、

プ
ロ
デ
モ
（
Ａ
級
）
あ
り
。

詳
し
く
は
東
（
ひ
が
し
）�

４
７
２
・
４
１
０
０
へ
。

　

◆
ま
め
ち
ゃ
ん
ズ
の
ク
リ

ス
マ
ス
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー

ク
ル　

ま
め
ち
ゃ
ん
ズ
）　

　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１２

１５

１０

半
〜　

時
半
、
成
美
教
育
文

１１

化
会
館
音
楽
室
１
で
。
参
加

費
５
０
０
円
。
対
象
は
１
歳

〜
３
歳
児
と
そ
の
家
族
。
詳

し
く
は
林�
４
２
２
・
５
１

８
７
へ
。

　

◆
く
ら
し
に
役
立
つ
相
談

会
（
東
久
留
米
生
活
と
健
康

を
守
る
会
）　
　

年
１
月　

２０

１２

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、

中
央
公
民
館
で
。
参
加
費
無

料
。
毎
月
第
２
土
曜
日
、
中

央
公
民
館
で
実
施
。
生
活
が

厳
し
い
方
へ
の
福
祉
制
度
の

紹
介
。
詳
し
く
は
横
田�
４

７
３
・
８
３
６
９
へ
。

 　

◆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

点
灯
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
久
留
米
フ

ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）　

点
灯
時
間
は　

年
１
月　

日

２０

１１

（
金
）
ま
で
の
午
後
４
時
半

〜
午
前
零
時
、
東
久
留
米
駅

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
（
花
水
木

の
木
周
辺
）
で
。
今
年
で
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
佐
藤�
４
７
１
・
２
６
０

７
へ
。

　去る１１月１０日・１１日に開催されました、市民みんな

のまつり会場において、青年会議所が募金活動を行い、

市民農園では出品された農産物の販売金全額を寄付さ

れました。大変ありがとうございました。

　内訳は次の通りです。

　◎東久留米青年会議所募金活動（新潟県中越沖地震

義援金として、社会福祉法人新潟県共同募金会へ送金）

＝１１，４８９円

　◎東久留米市市民農園出品者一同（東久留米市社会

福祉協議会へ一般寄付）＝２２，４１０円

　詳しくは産業振興課�４７０・７７４３へ。

川面でくつろぐオナガガモ（落合川で）川面でくつろぐオナガガモ（落合川で）

環境ウオッチング

「冬の渡り鳥観察」

参加者募集

第３回 新
春
の
初
ウ
オ
ー
ク

「
開
運 
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
１
月　

日
（
土
）

２０

１２

市 民 農 園市 民 農 園
利 用 者 募 集利 用 者 募 集 西 東 京 交 響 楽 団

２００７こだいら合唱団
　　 　 　 演 奏 会

多摩六都フェア

２０年１月２０日（日）

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

年
末
地
域
安
全
運
動

「
わ
が
街
を

「
わ
が
街
を

み
ん
な
で
守
ろ
う

　
　
　

み
ん
な
で
守
ろ
う　年

の
暮
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
の
暮
れ
」

平
成　

年
度

１８
決
算
の
あ
ら
ま
し

市民一人当たりの市税負担額（１８年度末現在）

市税負担額　１３万６，６８１円
　・市民税（個人・法人） ６万７，１８２円

　・固定資産税 ５万１，６４３円

　・都市計画税 １万１，７３２円

　・その他 ６，１２４円

（参考）市民一人当たりの一般会計歳出総額

 ２８万５，６４１円

※都市計画税は、都市計画区域

内の土地または家屋の所有者

に負担していただく目的税で、

都市計画道路の築造や用地買

収、駅周辺の土地区画整理事

業に要する費用等に充ててい

ます。

市債の借り入れ状況

１８年度末現在高 ４８９億９，０９８万円
　・下水道債 １９８億１，３５３万円

　・土木債 ７３億３，１０３万円

　・教育債 ３５億３，１８６万円

　・総務債 ２８億２，７７１万円

　・民生債 １３億９，５３７万円

　・衛生債 １１億２，８５３万円

　・消防債 ２億３，６９９万円

　・その他（減税、臨時税収補てん債等）

 １２７億２，５９６万円

※道路、下水道、学校等の整備には、一

時的に多額の費用が必要とされ、その

利用は長期にわたります。そのため、

国や金融機関などから長期的に借り入

れた資金が市債です。

　

一
般
会
計
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
を
中
心
に
、

地
方
交
付
税
や
国
・
都
支
出
金
、
市
債
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
公
共
施
設

の
整
備
、
福
祉
、
保
健
衛
生
、
消
防
、
教
育
な
ど
、
市
民
生
活
を
支
え
る

基
本
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計

一
般
会
計

　特別会計は、効率的な運営やその経理
を明確にするために、一般会計から独立
させたもので、市では国民健康保険、老
人保健、介護保険、下水道事業、受託水
道事業の５つの会計を設けています。

特特特特特特特特特特 別別別別別別別別別別 会会会会会会会会会会 計計計計計計計計計計特 別 会 計

（歳入）106億8,522万円 （歳出）106億2,007万円国民健康保険特別会計

（歳入）67億3,066万円 （歳出）67億3,066万円老人保健特別会計

（歳入）45億2,213万円 （歳出）43億8,354万円介護保険特別会計

（歳入）33億5,988万円 （歳出）33億5,988万円下水道事業特別会計

（歳入）3億9,436万円 （歳出）3億9,436万円受託水道事業特別会計

国民健康保険税
31億
1,995万円
（29%）

国庫支出金
23億
2,141万円
（22%）

国庫支出金
23億
2,141万円
（22%）

老人保健
拠出金
20億6,849万円
（20%）

老人保健
拠出金
20億6,849万円
（20%）

その他
52億4,386万円
（49%）

その他
52億4,386万円
（49%）

保険給付費
70億5,461万円
（66%）

支払基金交付金
39億3,994万円
（59%）

医療諸費
67億3,004万円
（100%）

使用料及び手数料
15億4,358万円
（46%）

公債費
21億2,792万円
（63%）

下水道費
12億3,196万円
（37%）

下水道費
12億3,196万円
（37%）

受託水道事業収入
3億9,436万円
100%

受託水道事業費
3億9,436万円
100%

市債
8億
6,770万円
（26%）

市債
8億
6,770万円
（26%）

繰入金
8億
5,609万円
（25%）

繰入金
8億
5,609万円
（25%）

国庫支出金
18億
8,299万円
（28%）

国庫支出金
18億
8,299万円
（28%）

支払基金交付金
12億994万円
（27%）

保険給付費
39億3,886万円
（90%）

保険料
10億
8,329万円
（24%）

保険料
10億
8,329万円
（24%）

国庫支出金
8億
4,371万円
（19%）

国庫支出金
8億
4,371万円
（19%）

繰入金
7億
8,529万円
（17%）

繰入金
7億
8,529万円
（17%）

その他  9億773万円（13%）

その他  5億9,990万円（13%） その他  4億4,468万円（10%）

諸支出金  62万円（0%）

その他  14億9,697万円（14%）

その他  9,251万円（3%）


